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反射法探査で得られた小笠原海台周辺の地殻構造

Crustal structure around the Ogasawara Plateau obtained by seismic reflection survey
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　伊豆小笠原弧は典型的な海洋性島弧であり，太平洋プレートの沈み込み、背弧の拡大およびフィリピン海プレート
の北上という複数のプレート運動の影響を受けながら成長している．本地域では構造探査をはじめ様々な研究が行われ
ているが，これまでの構造研究は北部が中心であり，南部の構造はあまり明らかにされていない．小笠原海台は小笠原
列島東南の太平洋プレート上に位置し，いくつかの海山を伴う台地状の高まりである．小笠原海台の構造を調べること
によって，南部伊豆小笠原弧における空間的な応力場の復元が期待できる．
　海洋研究開発機構では 2005年 11・12月に南部伊豆小笠原海域を中心に深海調査船「かいれい」を用いた 12000cu.in・

204チャンネルのマルチチャンネル反射法探査を実施した（KR05-16航海）．測線の総延長は 2000�であるが，本講演
では小笠原海台周辺についての結果のみ報告する．解析に使用したのは小笠原海台上を東西に横断する SPr3測線の一
部，北東南西方向の IBr13測線東側，そしてその両者を結ぶ IBr13-SPr3測線の 3測線である．また本地域では石油天然ガ
ス・金属鉱物資源機構により「海洋石油開発技術等調査」として反射法探査が行われており，その中から D00-1, D00-2,
D00-3, D00-A, D00-B測線の結果を用いて小笠原海台の三次元的地殻構造を推定した．小笠原海台上にはいくつかの海山
が存在し，その間では往復走時 0.5秒程度の厚さを持つ堆積層が存在する．これらの堆積層では正断層の発達が確認でき
る．また，海底下の往復走時 1.5秒程度までは堆積層よりやや周波数の低い反射面を見ることができる．また海底下から
往復走時 2秒にかけてモホ面と思われる反射面が明瞭に確認できる．モホ面は南側にかけて深くなっている傾向がある．
モホ面からの反射波は周辺と比べてかなり低い周波数を持つ．これらの反射面を空間的にマッピングし，小笠原海台の
地殻構造を明らかにし，周辺のテクトニクスを推定する．
　本研究の一部には石油天然ガス・金属鉱物資源機構との共同研究「フィリピン海の構造形成史と海底鉱床形成モデ

ルに関する研究」を使用しました．


